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信
用
貨
幣
と
イ
ン

7 

V
I
l
ν

ョ
ン

異

藤

素

日:

し

古三

き

現
賢
は
理
論
白
最
良
の
教
師
で
あ
る
。
敗
敬
後
の
己
の
闘
に
於
け
る
イ
Y

7

v
論
の
流
行
が
如
寅
に
之
を
一
市
す
。
然
し
な
が

b
モ
こ

に
於
げ
る
諸
家
の
見
解
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
り
何
等
の
統
一
的
見
解
も
見
る
を
得
な
い
。
例
え
ば
イ
Y

7

V

の
木
質
規
定
に
闘
し
、
之
を

流
通
手
段
の
問
題
と
し
て
把
握
す
べ
き
か
、
或
は
債
格
標
準
の
問
題
と
す
べ
き
か
は
未
だ
に
解
決
さ
れ
ず
、
か
か
る
木
質
規
定
の
多
様

性
の
上
に
構
築
さ
れ
る
イ
ン
フ

ν
の
一
論
理
及
び
そ
の
針
策
は
誠
に
多
彩
ゼ
あ
る
。
然
も
最
も
注
目
す
べ
き
は
、
現
在
白
支
坤
・
流
通
手

段
の
中
心
的
地
伎
を
占
め
る
も
の
が
信
用
貨
幣
て
あ
る
に
も
拘
ら
ず
イ
y
フ
レ
は
専
ら
関
家
紙
幣
と
の
濯
闘
K
於
て
論
ぜ

b
れ
て
さ
た

と
い
号
黙
で
あ
る
@
岡
橋
保
教
授
の
イ
ン
フ
レ
諭
は
か
か
る
信
用
貨
幣
に
前
黙
を
治
者
、
そ
の
論
理
か
ら
イ
γ
フ
ν
論
を
展
開
す
る
数

少
き
一
も
の
の
一
つ
で
あ
り
、
私
が
こ
こ
て
同
教
授
白
見
解
を
と
り
あ
げ
る
所
以
で
あ
る
@
先
ず
同
教
授
の
論
理
主
追
求
し
然
る
後
若
干

の
問
題
を
提
起
す
る
己
と
と
し
た
一
い
。

貨
幣
の
被
規
定
住
。
商
業
信
用
論

資
本
主
義
位
舎
に
於
て
は
生
彦
物
は
商
品
と
し
て
現
象
す
る
た
め
、
祉
舎
的
む
新
陳
代
謝
の
遁
程
は
商
品
の
存
在
形
態
の
轄
換
を
遁

信
用
貨
符
と
イ
ン
フ
レ

1
γ

ョ
ン

第
七
十
三
者

四
五

第

競

四
三王



信
用
賀
幣
と
イ
ン
フ
レ

l
ν

ョ
ジ

第
七
十
三
巻

四
ノ、

第

皆

四
六

じ
て
成
就
古
れ
る
。
そ
の
際
誇
商
品
は
特
殊
な
一
商
品
に
一
般
的
等
償
形
態
な
る
刻
印
を
押
し
、
己
白
特
種
の
一
商
品
を
媒
介
と
し
て

社
曾
的
な
新
陳
代
謝
軒
質
現
す
る
。
こ
白
調
程
に
於
て
貨
幣
は
一
般
的
交
換
手
段
た
る
規
定
士
受
取
る
。
こ
の
規
定
に
治
け
る
貨
幣
は

「
譲
渡
さ
れ
し
商
品
の
償
値
を
笠
現
す
る
も
の
」
て
あ
り
、
貨
幣
流
通
は
商
品
流
通
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
る
。
即
ち
「
と
の
商
品
の
存

在
形
態
の
騨
換
謀
動
が
、
同
時
に
一
般
的
玩
償
僻
の
存
在
形
態
と
し
て
の
貨
幣
の
運
動
と
し
℃
あ
ら
わ
れ
」
る

ω

己
の
貨
幣
施
遁
の
被

規
定
性
は
「
貨
幣
の
物
債
へ
の
能
動
性
、
モ
れ
の
援
観
的
要
因
た
る
こ
と
を
否
応
」
し
「
商
品
債
格
綿
額
が
増
減
す
る
に
つ
れ
て
、
俣

値
の
尺
度
正
し
て
の
貸
幣
の
機
能
に
も
と
づ
い
亡
、
遇
貨
の
数
量
は
そ
れ
と
お
な
じ
割
合
て
増
減
し
φ

な
け
れ
ば
な
か
L

ぬ
と
い
う
貨
幣

涜
混
白
法
則
を
導
く
。

か
く
の
如
〈
岡
橋
教
授
は
交
換
手
形
貨
幣
の
被
規
定
性
を
強
調
さ
れ
、
こ
こ
か

b
貨
幣
流
通
の
法
則
を
導
か
れ
る

a

而
し
て
こ
の
被

規
定
料
は
回
早
川
比
十
世
換
手
段
と
し
て
の
み
苧
b
ず
蓄
蔵
貨
蜘
・
支
挽
手
段
と
し
て
の
貨
枇
・
世
界
貨
舶
に
於
て
も
貫
徹
さ
れ
る
も
の
で
あ

り4

、
い
わ
ば
教
授
の
み
貨
幣
把
握
に
お
け
る
基
本
的
規
黙
を
左
す
も
の
で
あ
る
。

程

ω
岡
楠
保
「
賞
特
諭
」
三
八
頁
。
的
同
教
授
の
努
作
は
以
下
衣
の
よ
う
医
略
稀
ず
る
。
「
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
円
経
済
覇
市
」

1
「
担
済
由
論
」

「
信
用
貨
符
の
基
礎
理
論
」

l
「
基
礎
理
論
」
「
デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
恐
慌
論
」

l
「
恐
慌
前
」
ハ
紹
済
皐
研
究
需
十
七
栴
第
一
競
〉
「
貨
幣
流
詔

の
法
則
正
貨
特
設
立
説
」

1
「
法
則
ー
と
教
室
設
」
(
経
桝
畢
研
究
第
十
入
品
仕
事
三
披
)
。

「
貨
符
論
」
三
七
頁

ω前
掲

E
O
頁

ω前
掲
六

O
頁

倒

的

掲

凹

丸

t
五
C
頁

(2) 

同
判
前
掲
五
二
頁

M
W
前
掲
五
六
頁

商
品
流
通
が
欝
展
し
て
給
付
と
反
封
給
付
が
時
間
的
に
一
致
せ
ず
、
商
品
取
引
が
信
用
取
引
に
愛
化
ず
る
や
貸
幣
は
支
梯
手
段
と
し

て
白
規
定
を
受
取
る

G

更
に
商
品
流
通
白
よ
り
以
上
の
護
展
は
「
い
ま
キ
商
品
は
一
定
の
期
自
に
お
い
て
一
定
額
心
貨
幣
を
支
掛
う
と

め

い
う
こ
と
を
約
束
せ
る
読
書
す
た
わ
ち
手
形
と
引
き
換
え
に
賢
ら
れ
」
る
こ
と
を
可
能
に
し
、
己
の
商
業
手
形
自
身
は
「
信
加
の
授
受



白
相
互
也
」
を
基
礎
と
し
て
交
換
手
段
或
は
支
挽
手
段
と
し
て
涜
通
ず
る
に
至
る
。
之
即
ち
商
業
貨
幣
て
あ
る
。
所
ぞ
己
白
支
掛
手
段

と
し
て
白
貨
幣
に
於
て
も
既
述
。
如
く
被
規
定
性
は
貫
徹
す
る
。
削
ち
「
そ
れ
は
(
貨
幣
1
民
藤
)
、
む
し
ろ
絶
封
的
左
債
値
物
と
し
て

と
の
商
品
流
通
白
過
程
を
完
了
せ
し
め
、
債
槽
と
債
務
と
の
闘
係
を
解
消
せ
ん
が
た
め
に
流
通
界
に
入
っ
て
く
る
」
。
縫
っ
て
か
か
る
支

抗
手
段
と
し
て
り
規
定
に
b
け
る
貨
幣
代
用
物
た
る
商
業
貨
幣
に
於
て
も
被
規
定
住
が
貫
徹
さ
れ
る
と
と
は
自
明
の
理
で
あ
る
@
か
く

て
商
業
貸
婚
は
販
賀
さ
れ
た
商
品
の
債
値
を
賓
現
ず
る
金
D

一
定
主
と
し
て
流
通
界
に
入
り
、
従
っ
て
そ
れ
は
個
々
の
一
信
用
関
係
の
如

何
に
よ
り
減
債
し
て
も
一
憶
と
な
っ
て
減
債
す
る
己
と
は
な
く
、

「
商
業
貨
幣
は
手
形
取
引
の
伸
縮
と
と
も
に
増
減
九
、
政
府
紙
幣
む

よ
う
に
、
そ
の
数
量
白
増
加
が
物
債
の
騰
貴
を
も
た

b
す
と
と
な
く
、
む
し
ろ
物
債
の
騰
落
に
お
う
じ
て
増
減
す

3
口
と
h
う
手
形
流

通
の
法
則
が
こ
こ

K
成
立
す
る
に
至
る

宮

「
経
済
理
論
」
五
九
頁

制
「
経
済
理
論
」
六
O
頁

ω
「
貨
幣
論
」
士
一
頁

資
本
に
関
す
る
理
論

資
木
創
生
産
祉
合
忙
於
て
は
、
貨
幣
流
通
の
被
規
定
性
が
貫
徹
さ
れ
る
限
り
、

「
商
品
流
通
が
単
純
な
る
商
品
流
遇
か
ら
商
品
安
本

の
流
遁
へ
と
護
展
す
る
に
と
も
左
い
、
貨
幣
の
流
通
も
ま
た
貨
幣
資
本
の
流
通
と
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
し
む
即
ち
資
本
主
義
社
舎
に
於

で
は
貨
幣
ほ
産
業
資
本
の
貨
幣
形
態
と
な
る
と
き
そ
れ
は
傾
値
を
う
む
俣
値
と
し
て
貨
幣
資
本
に
生
成
す
る

ω

こ
の
貨
幣
賓
本
が
資
本

と
し
て
商
品
と
な
る
と
と
に
よ
っ
て
と
こ
に
利
付
資
本

1
貸
付
妻
和
が
成
立
す
る
。
銀
行
L
C

は
か
か
る
貸
付
費
本
の
献
度
ル
和
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
そ
前
は
護
展
す
る
に
つ
れ
て
貨
幣
の
み
在
ら
ず
信
用
を
も
利
子
を
と
っ
て
貸
付
け
る
に
至
る
。
と
こ
ろ
で
信
用
は
債
値
て

は
た
く
従
っ
て
資
本
と
は
た
り
得
た
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
資
本
主
義
配
合
に
於
て
は
規
則
的
左
貨
幣
所
得
を
も
た
ら
す
も
の
は
す
べ

信
用
貨
幣
と
イ
ン
フ
レ
1

ジ
ョ
ン

第
七
十
一
ニ
岱

四
土

第

器

四
じ



信
用
貨
怖
と
イ
ン
フ
レ

1
ν

ョ
ン

第
七
十
一
一
一
告

凹
f、

第

畳E

四
/、

て
賛
木
と
み
な
さ
れ
る
が
故
に
、
信
用
は
ど
こ
に
擬
制
的
貸
付
費
本
と
な
る
。
即
ち
「
擬
制
的
貸
付
安
本
は
貨
幣
的
貸
付
費
本
を
ま
ち

て
は
じ
め
て
可
能
と
な
」
る
。

か
く
し
て
教
授
は
貨
幣
↓
貨
幣
賓
本
l
貸
付
資
本
i
擬
制
的
貸
付
資
本
な
る
展
開
を
行
わ
れ
る
諜
で
あ
る

u

と
己
ろ
で
信
用
貨
懲
は

利
子
生
み
資
本
の
運
動
治
則
と
の
連
闘
に
於
て
把
握
さ
る
べ
き
も
の
ぞ
あ
る
が
、
教
授
は
之
を
如
何
に
展
開
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
固

倒
「
経
済
担
論
」
大
一
頁

詮
(1) 

「
貨
符
諭
」
序
論
ニ
貰

ω「
鱈
摂
理
論
」
九
頁

信
用
貨
幣
の
後
生
と
そ
の
本
質
規
定

信
用
貨
幣
の
後
生
白
某
礎
は
貨
幣
D
支
梯
手
段
機
能
陀
求
め
ら
れ
る
。
単
純
商
品
流
通
段
階
に
あ
っ
て
は
支
捕
手
段
と
し
て
の
貨
幣

白
機
能
的
存
在
形
態
と
し
て
は
商
業
貨
幣
が
そ
の
限
度
を
怠
ナ
。
然
し
て
己
の
野
純
商
品
生
産
融
舎
が
費
木
主
義
位
台
へ
護
展
す
る
中
、

そ
こ
に
治
け
る
産
業
資
本
の
登
達
は
商
品
流
還
を
撒
充
し
、
商
業
信
用
関
係
を
後
展
せ
し
め
る
。
か
く
て
商
業
貨
幣
心
流
通
は
顕
著
な

登
展
を
遂
げ
、
更
に
銀
行
制
度
の
完
成
は
己
の
過
程
士
一
居
促
進
す
る
。
削
ち
銀
行
資
本
は
「
貸
付
費
木
の
、
も
っ
と
も
中
心
的
な
形

態
L

て
あ
る
が
、
そ
れ
は
更
に
信
用
士
も
貸
付
る
に
至
る
ω

こ
り
銀
行
に
よ
る
擬
制
的
貸
付
資
本
の
形
成
は
信
用
貨
幣
の
成
立
を
意
味

L
同
時
K
商
業
貨
幣
白
信
用
貸
幣
に
よ
る
代
位
士
意
味
す
る
。
即
ち
信
用
貨
幣
の
後
生
は
・
貸
付
資
本
の
運
動
て
は
左
く
し
て
信

用
の
貸
付
に
も
と
づ
い
じ
手
形
の
「
割
引
に
よ
っ
て
銀
行
が
貸
付
け
る
〉
一
己
ろ
の
も
の
は
貨
幣
て
は
た
く

τ、
銀
行
手
形
中
あ
る
い

は
振
替
預
金
(
首
座
預
金
)
た
ど

ω
た
ん
な
る
文
机
約
束
た
り
て
あ
守
的
。
」
か
く
ず
一
信
用
貨
幣
と
は
手
形
割
引
を
媒
介
と
し
て
「
信
用
が

擬
制
的
貸
付
貸
本
と
し
て
流
通
界
に
あ
ら
わ
れ
た
も
心
」
に
ほ
か
な
b
ぬ。

古
℃
己
心
上
う
た
信
用
貨
幣
は
如
何
な
る
木
質
を
持
つ
も
の
で
あ
る
か
?

銀
行
制
度
白
下
k
b
け
る
信
用
貨
幣
は
貨
幣
的
規
定
と



共
に
資
本
的
規
定
を
も
っ
。
然
し
て
「
貨
幣
的
に
は
商
業
信
用
白
授
受
の
相
互
怯
と
、
資
本
的
に
は
産
業
資
本
の
み
な
ら
ず
貸
付
費
木

に
よ
っ
て
も
制
約
さ
れ
て
い
る
と
い
う
そ
れ
の
非
濁
自
性
と
が
、
む
し
ろ
か
え
っ
て
信
用
貨
幣
の
商
品
流
遁
へ
の
順
際
性
セ
口
確
保
す

「
信
用
貨
幣
は
・
そ
の
後
生
か
ら
し
て
も
明
ら
な
る
如
く
手
形
流
通
の
法
則
に
し
た
が
う
も
の
で
あ
る
。
縫
っ
て
モ
れ
は
商
業
信

用
の
仲
紡
に
よ
っ
て
心
み
増
減
し
、
物
債
の
騰
落
に
は
直
接
関
係
左
き
も
の
で
あ
る
J

か
く
て
鞍
授
は
信
用
貸
幣
の
誕
生
を
商
業
手
形
の
割
引
陀
お
け
る
銀
行
に
よ
る
擬
制
的
貸
付
姿
本
の
形
成
に
於
て
把
握
宵
れ
、
更
に

モ
の
木
質
規
定
忙
於
て
そ
れ
を
支
梯
手
段
と
し
て
の
貨
幣
の
機
能
的
存
在
形
態
J

し
あ
九
貨
幣
的
規
定
L

仁
資
本
的
規
定
と
白
統
一
物
と
し

て
把
握
す
る
と
共
に
、
一
方
支
梯
手
段
貨
幣
l
商
業
貨
幣
l
信
用
貨
幣
、
及
び
手
形
流
通
の
法
則
、
他
方
農
業
養
本
及
び
貸
付
安
本
に

工
る
制
約
性
な
る
こ
面
よ
り
被
規
定
性
の
貫
徹
を
結
論
さ
れ
る
。

る
睦

ω
「
貨
幣
諦
」

λ

一
ニ
頁
凶
「
鯉
済
理
師
」
七
頁
帥
「
肯
幣
諭
」
八
三
頁
川
向
「
経
済
理
論
」
大
ニ
頁
切
「
貨
幣
論
」
八
四
頁
紛
「
信
用

賞
特
が
支
排
手
段
機
能
の
ほ
か
に
、
交
換
手
段
構
龍
を
瞥
み
時
に
は
本
掃
の
貨
符
ー
と
L
て
あ
ち
わ
れ
る
と
は
い
え
、
こ
の
と
と
は
な
に
b
信
用
貨

幣
円
支
排
手
段
貨
幣
と
し
て
り
性
格
を
否
定
L
持
る
も
の
で
は
な
い
。
信
用
貨
符
の
本
質
を
規
定
す
る
も
の
は
た
だ
そ
の
疏
語
法
則
の
阻
か
に
位

な
い
の
で
あ
る
。
」
(
「
経
済
理
論
」
大
頁
)

四

信
用
貨
幣
の
異
質
化

か
〈
白
如
く
信
用
貨
幣
は
商
業
貨
幣
の
殻
展
せ
る
形
態
で
あ
り
手
形
流
通
に
そ
白
根
抵
を
も
っ
。

幣
の
中
に
は
」
、

「
し
か
し
友
が

b
現
貨
の
信
用
貨

か
か
る
本
来
的
信
用
貨
幣
の
他
に
そ
れ
と
は
全
く
異
る
流
通
法
則
に
従
う
一
異
質
的
信
用
貨
幣
が
含
ま
れ
る
。

然

b
ば

か
か
る
異
質
信
用
貨
幣
の
後
生
し
得
る
根
擦
は
何
か
?

「
そ
れ
は
信
用
貨
幣
の
流
遇
が
単
に
手
形
流
通
白
法
則
に
従
う
ば
か
り
で
お

管
用
賀
枇
怖
と
イ
ン
ア
レ
l
v
ョ
シ

第
七
十
三
巻

四
九

第

畳E

回
ブL



信
用
貨
幣
と
イ
ン
フ
レ

E

Y
ヨ
ン

第
七
十
三
一
巻

五
O 

第

協

五
O

く
、
貸
付
資
本
殊
に
擬
制
的
貸
付
資
本
心
運
動
に
関
係
し
て
い
ん
」
こ
と
に
基
づ
く
@
毅
授
は
か
く
論
じ
た
後
直
ち
に
信
用
貨
幣
中
最

重
要
在
銀
行
券
及
び
預
金
貨
幣
の
具
質
化
の
介
析
に
準
ま
れ
る
。

「
ま
づ
銀
行
券
白
具
質
化
の
第
一
歩
は
銀
行
券
が
杢
貨
幣
に
か
わ
り
周
い

b
れ
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
銀
行
穿
の
護
行
が
宇
官
ヰ
民

の
中
央
銀
行
の
濁
自
的
特
権
と
た
る
に
至
づ
て
、
園
家
紙
幣
白
流
遁
な
き
と
こ
ろ
は
銀
行
歩
は
モ
の
昼
間
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
く

る
。
こ
の
上
う
な
銀
行
券
は
金
貨
俗
流
一
迫
の
法
則
に
従
九
o
L

「
銀
行
舞
の
異
質
化
の
第
二
の
段
階
は
有
播
保
の
貸
付
に
も
と
づ
く
銀
行

朱
の
護
行
ぜ
あ
り
、
第
一
一
一
一
は
無
櫓
保
に
よ
る
銀
行
雰
の
護
生
で
あ
る
@
こ
れ
ら
は
と
も
に
一
般
流
通
に
立
帆
心

L
、
従
っ
て
金
貨
幣
流

通
の
諒
則
に
従
う
。
「
最
後
は
、
公
債
措
保
貸
付
に
基
づ
く
銀
行
雰
の
警
生
て
あ
る
ロ
:
:
そ
れ
は
非
経
済
的
危
要
因
即
ち
園
出
棋
の
強

権
に
よ
っ
て
流
通
に
入
り
込
ん
だ
も
の
」
ゼ
あ
h
h
v

紙
幣
流
通
の
法
則
に
従
ム
ヅ

+
引
に
預
金
貨
幣
に
閲
し
て
は
、
「
預
金
貨
幣
の
異
質
化
の
第
一
段
階
は
現
金
て
預
託
さ
れ
た
官
座
預
金
の
設
定
か
ら
始
ま
る
。
此
の

種
の
預
金
貨
幣
は
現
金
の
轄
形
で
あ
っ
て
、
一
般
流
遁
に
立
脚
し
そ
の
制
約
を
う
出
る
。
」
「
#
引
に
手
形
貸
付
や
営
座
貸
越
に
基
づ
く

営
座
頭
金
の
設
定
に
於
て
も
預
金
貨
幣
の
異
質
化
が
現
わ
れ
る
J
有
捨
保
貸
付
に
よ
り
振
替
設
定
さ
れ
た
預
金
貨
幣
中
商
品
捲
保
貸

付
に
よ
る
も
の
は
、
商
品
債
佐
賀
現
の
駕
白
貨
幣
て
あ
り
商
品
流
遁
に
根
抵
を
も
っ
。

有
償
車
町
歩
持
保
の
貸
付
は
擬
制
費
本
の
貨
幣
化
て
あ
る
か
ら
一
般
流
通
に
立
脚
す
る
。
更
に
「
異
質
預
金
貨
幣
は
融
通
手
形
の
割
引

に
よ
っ
て
も
生
ず
る
。
そ
う
し
て
最
後
に
信
用
貸
に
も
と
づ
く
預
金
貨
幣
に
於
て
も
同
時
質
化
が
あ
ら
わ
れ
る

E

」
前
者
は
無
視
し
得
る
数

量
し
か
な
く
後
者
は
一
般
流
通
陀
立
脚
す
る
。
以
上
、
市
銀
に
於
て
費
生
壮
一
る
異
質
預
金
貨
幣
は
い
づ
れ
も
一
般
流
通
に
立
脚
す
る
も

白
て
あ
り
金
貨
幣
流
遁
の
品
目
則
に
従
う
。
然
ら
ば
中
央
銀
行
に
於
て
護
生
す
る
異
質
預
金
貨
幣
は
?

園
家
擢
力
に
依
つ

τ設
定
さ
れ

た
創
造
頭
金
貨
幣
(
例
え
ば
日
銀
引
受
の
園
債
及
び
復
金
債
に
よ
り
設
定
さ
れ
た
も
の
・
図
債
措
保
に
よ
る
日
銀
の
市
銀
へ
の
貸
付
・
震
叉
手
形
の
再



心

割
等
)
は
一
般
流
通
に
立
脚
せ
ず
従
っ
て
紙
幣
流
通
の
法
則
の
支
血
を
う
け
る
。

睦

ω「
経
済
理
論
」
七
五
頁
仰
前
掲
七
五
頁

ω前
掲
七
五
頁

ω前
掲
七
六
頁
同
「
貨
幣
論
」
一
二
二
頁

符
諭
い
一
一
一
回
頁
側
「
経
稗
理
論
」
七
七
頁

ω前
掲
七
八
頁
刷
前
掲
七
九
頁

ω前
掲
八
O
頁

び
「
貨
幣
前
」
一
六
三

t
四
頁
凶
「
貨
符
論
」
一
大
豆
頁

的
「
経
済
理
論
」
七
六
良
川
W
「貨

同
前
掲
八

O
頁
倒
前
掲
八
七
頁
及

か
く
て
教
授
に
よ
れ
ば
現
賀
の
信
用
貨
幣
は
、
手
形
流
通
法
則
に
従
う
本
山
略
的
信
用
貨
幣
と
金
貨
幣
疏
通
法
則
及
び
紙
幣
流
通
白
法

則
に
従
う
異
質
信
用
貨
幣
と
よ
り
成
る
。
然
し
て
か
か
る
複
雑
左
構
成
主
持
つ
信
用
貨
幣
は
次
の
如
き
理
由

μ
基
づ
き
被
規
定
性

1
異

質
化
の
非
顕
在
化
l
非
嬰
質
金
貫
徹
し
得
る

9

即
ち

ω貨
幣
流
通
の
商
品
流
通
え
の
順
陰
性
は
異
質
信
用
貨
幣
に
晶
っ
て
も
貫
徹
す
る

c

そ
れ
は
一
方
附
そ
白
根
抵
を
な
す
債
構
債
務
関
係
が
短
期
て
あ
一
り
商
品
流
誼
か
ら
の
乗
離
が
固
定
化
せ
ぬ
こ
と
、
同
生
産
信
用
に
於
て

商
品
流
通
に
一
時
的
民
背
離
し
個
別
債
格
の
騰
貴
が
生
じ
て
も
、
生
産
増
大
に
よ
る
商
品
の
債
格
運
動
に
吸
牧
さ
れ
一
般
物
債
騰
貴
に

至
る
が
如
き
演
幣
流
通
の
乗
離
は
生
じ
待
た
い
己
と
、
川
円
恐
悦
期
に
お
け
る
債
権
債
務
の
整
理
に
よ
る
強
制
的
た
具
質
信
用
貨
幣
の

牧
縮
に
基
づ
き
、
他
方

ωそ
れ
は
商
品
の
債
格
運
動
を
促
進
し
賓
坑
す
る
も
の
と
し
て
殻
生
ナ
る
己
と
、
刷
何
本
来
日
貨
幣
を
節
約
し
増

大
す
る
貨
特
需
要
を
充
足
せ
ん
が
需
に
あ
ら
わ
れ
た
貨
幣
代
替
物
た
る
己
と
、
川
円
却
問
済
論
民
展
に
ゐ
け
る
貨
幣
白
機
能
的
配
置
白
轄
換
を

園
滑
に
し
増
大
す
る
商
品
債
格
の
賞
現
心
震
の
貨
幣
需
要
充
足
の
篤
護
生
す
る
己
と
に
ま
づ
く
。
例
銀
行
葉
山
受
動
性

υ

そ
れ
が
一
般

銀
行
に
よ
り
創
設
さ
れ
る
限
り
金
貨
幣
流
通
の
法
則
に
従
い
決

L
t
饗
質
し
な
い
わ
川
開
園
家
権
力
に
よ
り
中
央
銀
行
に
於
て
創
設
さ
れ

た
紙
幣
流
通
の
法
則
に
従
う
異
質
信
用
貨
幣
は
、
そ
の
数
量

ω増
大
に
も
か
か
は
b
ず
経
済
心
強
展
に
よ
り
吸
牧
さ
れ
る
。
然
し
モ

れ
に
は
一
定
の
限
界
が
あ
り
「
と
白
種
異
質
信
用
貨
幣
山
愛
質
は
、
そ
り
教
室
と
祉
合
白
再
生
産
構
造
と
の
闘
係
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ

る」。

ω再
生
産
構
造
以
上
に
そ
の
教
室
が
増
大
し
た
場
合
に
於
て
も
先
ず
一
般
流
通
に
基
礎
を
も
っ
異
質
信
用
貨
幣
が
牧
縮
す
る
こ

信
用
貨
幣
と
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン

第
七
十
一
二
巻

五

第

蹴

王



信
用
貨
幣
正
イ
ン
ア
レ
I

Y
ヨ
V
J

停
七
十
三
巻

五

告事

故

五

と

更
に
金
本
位
制
下
に
於
て
は
そ
白
綿
入
賞
は
依
然
と
し
て
阻
止
さ
れ
得
る

そ
れ
は
凶
貨
幣
流
遁
速
度
の
緩
慢
化
、

或
は
銀
行
預

金
の
捨
大

l
金
融
緩
慢

L
貸
出
利
子
率
低
下

L
金
の
海
外
流
出

l
金
準
備
率
低
下

i
金
利
引
上
↓
貸
出
縮
少
↓
信
用
貨
幣
白
牧
民
刷
、
例

「
具
質
信
用
貨
幣
が
本
来
の
貨
幣
即
ち
金
L

し
の
聞
に
濯
繋
を
保
持
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
商
品
の
債
格
運
動
・
園
際
的
左
商
品
債
格
。

運
動
・
資
本
の
移
動
鴬
替
相
場
の
嬰
動
左
ど
に
媒
介
さ
れ
ん
山
」
費
質
が
阻
止
さ
れ
る
こ
と
に
基
づ
く

Q

か
く
て
教
授
に
よ
れ
ば
、
市
中
銀
行
に
よ
る
異
質
信
用
貨
幣
は
決
し
て
モ
の
被
規
定
性
を
失
う
こ
と
を
〈
、
唯
圏
家
権
力
に
よ
り
中

央
銀
行
に
於
て
創
設
さ
れ
た
具
質
信
用
貨
幣
の
み
が
被
規
定
性

l
異
質
性
の
非
同
醐
在
化
を
失
い
同
盟
賀
す
る
可
能
性
を
も
っ
己
と
に
な
る
。

以
下
モ
の
過
程
を
み
よ
う
。

語
同
「
貨
幣
論
」
一
六
九

t
七
O
頁

九
月

l
五
頁
及
び
「
官
符
論
」
一
七
二
頁

制
「
経
済
理
論
」
八
三

i
八
六
頁

川
W

「
経
済
理
論
」
九
六
頁
1

位
「
貨
幣
諭
」
の
一
七
一
一
プ
(
四
頁
及
び
「
基
礎
理
論
」
回

O
頁
参
照

明
前
掲
八
ニ
頁

同
開
「
貨
特
前
」
一
七

O
i七
一
頁

側
「
経
済
理
論
」

五

信
用
貨
幣
の
襲
賓
と
イ

Y

7

V

1
ジ
ョ
ン

世
舎
の
年
生
産
物
は

c
+
V
十
m
よ
り
成
り
、

c
l
v
は
前
貸
資
本
部
介
或
は
元
本
債
伎
を
在
す
。

A
Y

こ
の
枇
曾
D
年
初
の
流
通
貨

幣
長
が
元
本
債
値
を
資
現
す
る
だ
け
(
M
刊
)
し
か
存
在
し
な
い
も
の
と
す
れ
ば
、
生
昌
伸
の
完
了
せ
る
年
末
の
批
舎
生
産
物
心
慣
値
量
は

c
+
v
十
回
と
た
り
、
己
白

m
部
介
を
賢
現
す
べ
き
貨
幣
刀
叫
)
が
異
質
伝
用
貨
幣
に
よ
り
充
足
さ
れ
た
と
す
る

u

こ
の
場
合
異
質
信

M，用

品宮
大正

す 0:0

R喜
一必
'de' 豆正

す:量
へは
て

主主致
年す
度る
ι) 日

生故
""に

張貨
に幣
利流
用遁
"<r C 

~ 

れ商
ば品
そ流

22逼
モ豆 と
りf は

立草
t~ 'C 
りた
罰事 同

余 i

富合
::r6T "" ...... 

ぷ:杜
訟曾

実話
L; ; 

幣
量
i士

M， 
十

そ
の
寅
現
む

震
に
は
第
一
年
度
末
む
(
吐

+M叫
〉
の
貨
幣
且
且
は
不
充
八
?
と
な
る
。

寸
之
等
増
加
介
(
町
)
が
具
質
信
用
貨
幣
て
ま
か
な
わ
れ
て
も
そ
の



限
度
内
に
止
ま
る
限
り
は
、
之
等
異
質
信
用
貨
幣
は
鑓
質
の
治
そ
れ
は
な
い
@

然
し
か
か
る
具
質
信
用
貨
幣
が
剰
余
償
値
部
介
(
?

を
こ
え
℃
増
大
す
る
と
き
、
こ
こ
に
信
用
貨
幣
は
蟹
質
し
て
モ
の
剰
離
が
生
じ
得
る
己
と
と
な
る

c

」

と
こ
ろ
で
教
授
の
論
理
に
あ
っ
て
は
異
質
信
用
貨
幣
は
金
本
位
制
に
よ
っ
て
そ
の
被
規
定
性
の
貫
徹
U
H
餐
質
を
阻
止
さ
れ
℃
い
る
の

で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
金
本
位
制
の
停
止
U
H
餐
質
な
る
闘
係
金
意
味
し
な
い
と
し
、
大
五
六
年
以
後
白
第
一
次
金
脈
出
停
止
下
心
数

年
間
及
び
昭
和
七
年
以
後
の
第
二
次
金
帳
出
禁
止
下
の
数
年
間
を
あ
白
げ
て
異
質
信
用
貨
幣
と
商
品
流
通
と
の
均
衡
心
例
設
と
し
「
之
は

貨
幣
流
通
を
制
豹
し
異
に
そ
れ
が
根
抵
と
在
っ
て
い
る
と
こ
る
の
も
の
が
、
商
品
流
遁
従
っ
て
そ
白
祉
ム
曹
の
再
生
産
む
構
造
に
他
な
ら

な
い
と
と
を
意
味
す
る
」
と
さ
れ
る
。
従
っ
て
衣
の
如
く
一
再
え
る
で
あ
ろ
ら
。
町
ち
金
本
位
停
止
下
の
資
本
主
義
経
済
に
あ
っ
て
は
紙

幣
流
通
の
法
則
に
従
う
闘
家
権
力
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
た
異
質
信
用
貨
幣
は
、
そ
れ
が
枇
舎
白
再
生
産
構
造
の
許
容
す
る
限
度
以
上
に

増
大
す
る
品
、
愛
質
U
H
紙
幣
佑
U
物
償
え
の
能
動
性
を
も
一
ツ
に
至
る
と
。
従
っ
て
か
か
る
愛
質
U
イ
J

フ
レ
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
る
と

云
え
る
@
他
方
勢
作
「
経
済
理
論
」
の
唯
一
筒
所
に
於
て
「
イ
ン
フ
レ

l
p
ョ
γ
下
の
佃
別
債
格
の
騰
貴
と
は
、
車
な
る
貨
符
的
呼
び

名
の
増
大
て
あ
り
、
紙
幣
の
減
債
、
紙
幣
額
商
の
金
属
貨
幣
名
よ
り
の
背
離
か

b
さ
た
も
印
」
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

b

明
か
在
る
如
く
イ

1
7
ν
l
債
格
標
準
臼
切
下
げ
怠
る
見
地
が
存
布
し
て
い
る
。

前
者
は
既
越
の
諸
僚
件
を
前
提
と
し
て
再
生
産
構
遣
と
具
質
信
用
貨
幣
と
を
劃
際
的
に
み
る
い
わ
ば
流
通
手
段
見
地
に
立
つ
に
到
し
、

後
者
は
計
算
貨
幣
見
地
に
立
一
ツ
イ
ン
フ
レ
論
で
あ
り
、
之
等
三
つ
の
見
解
が
静
作
「
経
桝
理
論
L

「
貨
幣
諭
人
に
於
て

乙
の
相
封
立
す
る
イ
ン
フ

ν
諭
は
授
は
日
本
k
b
け
る
そ
れ
の
三
潮
流
を
な
す
も
の
で
あ
る
が
、

「
基
礎
理
論
」

は
並
存
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
白

教
授
の
論
文
「
恐
慌
論
」

「
法
則
と
数
量
説
」
は
専
ら
後
者
心
見
地
に
立
つ
亡
論
理
主
展
開
さ
れ
た
優
れ
た
勢
作
て
あ
一
る

υ

モ
れ
は
共

に
イ

γ
7
ν

・
デ
フ
レ
の
本
質
確
認
が
中
心
課
題
を
な
し
二
つ
の
見
解
の
綜
令
を
試
与
ら
れ
た
も
り
で
は
な
い
が
、
勢
作
「
経
済
連

信
用
貨
幣
と
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン

第
七
十
三
巻

三玉

第

践

五



信
用
貨
幣
ル
」
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン

第
七
ナ
三
谷

五
回

策

i虫

五
回

論
」
に
あ
け
る
封
立
を
解
決
す
べ
き
鍵
が
血
(
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
る
の
て
こ
こ
に
健
一
鮎
を
置
き
つ
つ
「
法
則
と
数
量
論
」
に
よ

っ
て
教
授
の
見
解
を
温
求
し
て
み
よ
う
。

イ
γ

ア
レ
を
流
通
手
段
の
問
題
と
し
て
把
握
す
れ
ば
「
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
下
の
遁
貨
の
伸
縮
は
す
べ
て
紙
幣
流
遁
の
法
則
に
従
わ

友
け
れ
ば
左

b
な
く
な
り
、
貨
幣
流
通
の
法
則
殊
に
手
形
流
通
白
法
則
に
縫
う
遁
貨
の
増
減
を
否
定
し
、
か
く
て
は
貨
幣
涜
逼
法
則
に

依
捜
す
る
紙
幣
流
通
の
法
則
す
ら
も
が
遂
に
貨
得
数
量
設
に
穐
骨
院
胎
さ
れ
引
」
こ
と
に
在
る
と
し
て
か
か
る
見
地
を
斥
け
ら
れ
る
ロ

何
故
た
ら
イ
ン
フ
レ
に
於
て
は
紙
券
の
減
慣
が
商
品
侵
格
由
一
斉
騰
貴
に
於
て
固
定
化
す
る
所
に
そ
の
特
殊
性
が
あ
る
の
だ
が
、

遁
手
段
と
し
て
白
紙
券
の
震
は
流
遁
手
段
と
し
て
の
貨
幣
1
去
最
債
と
同
じ
く
何
等
固
定
的
な
も
の

E
bく
童

手

段

見

地
に
立
っ
と
こ
の
最
重
要
な
現
象
を
説
明
し
得
な
W
が
故
に
。
然
ら
ば
計
算
貨
幣
機
能
に
立
つ
時
は
如
何
P

教
授
の
論
理
を
筒
盟
に

園
式
化
す
る
と
女
む
よ
う
に
在
る
。
紙
卑
惜
の
増
大
ー
そ
の
代
表
す
る
金
量
白
減
少

L
紙
券
白
債
値
減
少

i
債
格
標
準
の
切
下

1
商
品
の

債
格
楓
額
白
増
大

l
祇
品
借
り
流
遁
必
要
量
の
増
大

l
流
遁
量
と
必
要
量
の
一
致
↓
減
債
の
固
定
化
。
「
紙
幣
流
遁
の
段
階
に
あ
っ
て
は

そ
れ
(
イ
ン
フ
レ
1
員
藤
〉
が
た
古
た
ま
紙
幣
の
過
剰
護
行
と

W
う
方
法
て
も
っ
て
現
わ
れ
た
と
い
う
だ
け
で
、
そ
の
物
侵
際
貴
の
現
象

の
理
論
的
構
造
は
債
格
標
準
の
切
下
げ
に
ほ
か
な
ら
な
円
。
」
故
に
イ
ン
フ
レ
に
於
け
る

一「

'iili 

「
物
債
の
名
目
的
な
騰
貴
は
貨
幣
の
流
通
手

段
と
し
で
心
機
能
の
問
題
て
は
社
〈
計
算
貨
幣
の
機
能
の
問
題
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
た
け
れ
ば
な
ら
を
い
。
」

そ
こ
で
先
の
封
立

は
次
む
よ
う
に
解
決
さ
れ
よ
う
。
即
ち
教
授
の
園
式
の
翌
端
た
る
「
紙
券
の
一
増
大
」
に
ゐ
け
る
「
紙
券
」
を
既
越
の
如
き
前
提
下
に
立

つ
「
異
質
信
用
貨
幣
」
と
置
き
か
え
る
こ
と
。

話

ω「
経
揖
理
論
」
丸
四
頁
及
び
「
貨
幣
論
」
一
七
一

t
一頁

ω「
基
礎
理
論
」
穴
五
頁

ω「
担
済
理
論
」
一
士
三
頁

つ
も
の
唱
と
し
て
此
猪
俣
津
南
雄
「
貨
幣
信
用
及
び
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
理
論
」
、
笠
信
大
郎
「
金
・
貨
幣
・
祇
悌
」
、
退
部
久
磁
「
イ
ン
フ
レ
ー

川
開
流
遁
手
段
見
地
に
立



シ
ョ
ン
白
基
礎
盟
諸
」
、
大
内
兵
帯
・
有
樺
庚
巳
他
共
著
「
日
本
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
研
究
」
が
あ
り
、
後
者
目
見
地
に
立
ワ
も
の
と
し
て
一
一
一

宅
義
夫
「
紙
幣
減
慣
諦
」
(
立
歌
経
済
串
研
究
第
四
谷
第
=
鵠
)
撃
が
あ
る
。
矧
寧
る
そ
れ
は
流
通
手
段
構
能
の
問
題
と
し
て
担
揮
す
る
立
場
を

徹
底
的
に
拙
刊
さ
れ
も
ム
も
の
で
あ
る
。
ゆ
「
法
則
と
数
量
誼
」
三
頁
的
前
掲
七
頁
刷
前
掲
三
ニ
頁

ω前
掲
三
三
頁

4 /、
若

干

の

問

題

以
上
簡
単
に
追
跡
し
た
教
授
む
見
解
に
つ
き
コ
コ
否
問
題
を
提
起
す
る
こ
と
に
し
よ
う
@
第
一
は
信
用
貨
幣
D
異
質
化
に
つ
W
て
て

あ
る
。
既
越
の
如
く
教
授
は
信
用
貨
幣
の
本
質
を
支
持
手
段
と
し

τ白
貨
幣
の
機
能
的
存
在
形
態
て
あ
り
貨
特
的
規
定
と
資
本
的
規
定

と
の
統
一
物
と
し
て
把
握
す
る
と
共
に
そ
己
に
治
け
る
被
規
定
性
の
貫
徹
を
強
調
し
て
之
を
木
来
的
信
用
貨
幣
と
規
定
し
、
具
標
的
に

は
商
業
手
形
の
割
引
に
よ
り
護
生
す
る
と
さ
れ
る
。
時
惜
し
た
が

b
現
賓
の
信
用
貨
幣
D
構
成
更
に
は
金
貨
幣
・
園
家
紙
幣
て
は
た
く
信

用
貨
幣
流
還
下
に
お
け
る
現
在
白
イ

Y
7
l
シ
ョ

Y
は
か
か
る
規
定
に
お
け
る
信
用
貸
幣
に
よ
っ
て
は
解
明
し
得
な
い

a

例
え
ば
被
規

定
性
白
貫
徹
H
H
物
債
に
針
す
る
能
動
性
を
否
定
さ
れ
た
本
来
的
信
用
貨
幣
に
よ
っ
て
は
本
来
貨
幣
現
象
た
る
イ
ン
フ
レ

l
v
ョ
γ
の
解

明
は
不
可
能
と
な
る
。
こ
こ
に
信
用
貨
幣
白
異
質
化
左
る
論
理
白
意
義
が
あ
る
の
で
あ
り
、
叉
教
授
白
金
論
理
構
造
に
お
け
る
そ
白
必

然
性
が
あ
る
と
思
は
れ
る
。
そ
こ
て
先
ず
こ
己
に
於
て
問
題
と
し
た
い
の
は
異
質
化
D
論
理
構
成
の
仕
方
て
あ
る
。
人
守
例
を
銀
行
各
に

と
り
そ
白
異
質
化
過
程
を
既
述
白
と
こ
ろ
に
従
っ
て
検
討
ナ
れ
ぼ
衣
の
よ
う
に
な
る
日
即
ち
異
質
化
の
第
一
歩
は
金
貨
幣
D
代
用
と
し

て
用
い
ら
れ
る
こ
と
、
第
三
は
有
捲
保
貸
付
に
基
づ
き
登
行
さ
れ
、
第
一
-
一
一
は
無
権
保
貸
に
基
づ
舎
も
最
後
に
会
債
権
保
貸
に
基
づ
き
護

行
さ
れ
る
銀
行
雰
が
奉
げ
ら
れ
て
い
る
。
現
買
に
流
通
し
て
い
る
銀
行
券
の
内
容
的
構
成
は
正
に
己
の
通
り
て
あ
り
、
従
っ
て
教
授
の
論

理
構
成
は
確
か
に
歴
史
的
に
規
定
さ
れ
た
各
種
銀
行
券
を
的
確
に
把
握
し
て
い
る
こ
と
は
事
質
で
あ
る
。
然
し
た
が
ら
こ
こ
に
止
つ

τ

信
用
貨
符
t
ζ

イ
ン
フ
レ
1

シ
ョ
シ

第
七
十
一
ニ
巷

五
五

第

器

五
五



信
用
貸
特
と
イ
シ
ア
レ

1
シ
ヨ
ソ

第
七
十
一
↓
一
巻

五
六

第

量量

王
大

h
る
限
り
そ
れ
は
経
験
的
事
寅
白
列
皐
に
し
か
過
ぎ
ず
従
づ
て
そ
れ
は
い
わ
ば
経
験
論
に
す
ぎ
た
い
白
て
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
結

預
金
貨
幣
に
闘
し
て
も
同
様
経
験
論
に
終
始
し
て
屈
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
ロ
か
く
の
如
く
教
授
が
経
験
論
的
論
四
構
成
に
依
按
さ

れ
友
け
れ
ば
な
ら
た
か
っ
た
原
因
は
資
本
殊
に
利
子
生
み
資
本
の
一
運
動
法
則
か

b
論
理
士
構
成
さ
れ
た
か
っ
た
こ
と
、
郎
ち
教
授
が
そ

の
費
木
閥
駄
を
こ
の
論
理
か
ら
排
除
さ
れ
た
こ
と
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
な
る
ほ
ど
教
授
は
信
用
貨
幣
を
貨
幣
的
規
定
と
釜
本
的
規
定

と
の
統
一
物
と
し
て
把
損
さ
れ
、
叉
貨
幣
↓
貨
幣
資
本
↓
利
子
生
み
資
本
な
る
ゴ
一
段
階
構
成
も
存
在
し
、
更
に
異
質
化
の
論
理
構
成
に

営
っ
て
そ
れ
は
「
貸
付
費
木
殊
に
擬
制
的
貸
付
安
本
白
運
動
に
関
係
し
て
い
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
抑
制
し
た
が
ら
之
等
の
王
し
い

見
地
は
具
質
化
白
論
明
構
成
か
ら
は
排
除
さ
れ
例
え
ば
最
後
に
指
摘
し
た
見
地
は
務
作
「
貨
幣
論
」
に
於
て
は
消
失
し
言
及
す
ら
も
さ
れ

て
い
な
い
。
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
利
子
生
み
資
本
の
運
動
設
則
に
従
っ
て
論
理
主
構
成
し
て
み
よ
う

a

己
白
場
令
問
題
白
板
心
を

在
す
も
心
は
具
質
信
用
貨
幣
白
褒
生
が
ど
の
よ
う
に
「
貸
付
資
芦
殊
に
擬
和
的
貸
付
安
京
の
運
動
と
関
係
し
て
い
る
」
の
か
正
い
う
こ
と
、

更
に
言
え
ぼ
銀
行
は
何
故
に
手
形
割
引
以
外
の
種
々
た
場
合
に
於
て
そ
の
信
用
貨
幣
を
産
業
資
本
に
興
え
得
る
の
か
と
い
う
こ
と
て
あ

る

己
こ
ご
は
有
権
保
貸
付
に
基
づ
く
銀
行
券
主
取
り
上
げ
る
@

周
知
の
如
く
利
子
生
み
資
本
の
運
動
は
G
I
U
に
よ
っ
て
表
現
さ

れ
る
・
邸
ち
モ
の
「
運
幼
形
式
は
『
貸
付
』

l
『
返
済
」
と
『
機
能
を
伴
う
こ
と
た
き
定
期
所
偽
」
」
て
あ
る
。
己
む
奪
回
に
於
て
は
G

一G
W

八
九
m
p
w
l
u
丁
U

に
於
て
示
さ
れ
る
資
本
D
現
質
的
た
債
依
増
殖
行
程
は
全
く
消
滅
し
て
し
ま
っ
て
い

d

る
。
だ
か
ら
こ
そ

一

A
A

一

引
川
町
グ
ス
は
「
利
子
院
釘
が
に
於
て
資
本
開
係
は
モ
の
最
も
具
閥
的
た
最
も
物
紳
的
な
形
態
に
遣
す
MU
」
と
一
一
一
同
っ
て
い
る
の
で
あ
る

ω

吉

て
か
く
D
如
き
利
子
生
み
資
本
の
運
動
形
式
が
一
旦
確
立
さ
れ
る
と
そ
れ
は
「
貸
付
」
或
は
「
機
能
な
さ
短
期
所
得
」
の
何
れ
か
を
有

す
る
部
商
に
侵
入
し
、
モ
乙
に
自
己
の
運
動
形
式
を
押
し
つ
け
て
自
己
の
増
殖
部
商
と
す
ふ
。
そ
こ
で
有
捲
保
貸
付
の
場
合
を
み
る
と

R
y
r
h
F
ス
も
指
摘
し
て
い
る
如
く
「
そ
れ
は
返
還
を
傑
件
と
し
て
伎
に
貨
幣
が
支
梯
わ
れ
る
と
ゅ
う
意
味
の
前
貸
ぞ
あ
っ
て
J

示。



子
生
み
資
本
は
こ
の
「
貸
付
」
な
る
形
式
を
と
ら
え
て
こ
こ
に
侵
入
す
る
@
己
の
一
場
合
貨
幣
は
単
な
る
貨
幣
と
し
て
貸
付
ら
一
れ
る
の
ぞ

は
あ
る
け
れ
ど
も
モ
白
所
有
者
に
と
っ
て
は
貸
付
け
う
べ
き
貨
幣
資
本
な
の
で
あ
り
、
従
つ
一
て
受
信
者
は
利
子
を
徴
収
さ
れ
る
。
即
ち

利
子
生
み
斉
木
は
こ
こ
に
モ
の
運
動
形
式
を
治
し
つ
け
z
同
己
の
増
殖
部
面
と
す
る
に
至
る
。
そ
し
て
と
白
場
合
現
貨
に
貸
付
ら
れ
る
も

に D

過は
ざ本
左来
い的
も 貨
白幣
てで
あ あ
る っ
か て

b 更

署長
安樹
二係

議主
或告
は日主

要毛
品、自

ω ムロ
ヲ12さ
出 口

岩手
によ

主益
ノ 付
て

ら
初 れ
の る
て，~
王毘 こよ三

笠宮ず
に ご

貨苫
幣

あの o 
貸ぷ
付ペ
カ王 町

171t 
dノは
れ
攻 貸

F雪
伝書
き謂
こ7)束

に
も
か
か
は
ら
ず
そ
れ
ま
て
白
「
事
質
上
何

b
の
貸
借
関
係
が
存
し
た
い
期
間
も
「
債
務
』
の
『
貸
付
」
と
し
て
擬
制
さ
れ
る
骨
め
に

寸
利
子
』
を
得
る
し
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

従
っ
て
有
権
保
貸
付
の
場
合
に
銀
行
が
信
用
貨
幣
を
奥
え
得
る
根
擦

l信
用
貨
幣
む
異
質
化
の
根
擦
は
全
く
利
子
生
み
賓
本
の
運
動

訟
則
が
こ
の
部
隔
に
押
し
つ
け
ら
れ
る
こ
と
に
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
た
い
。

話

ω「
貨
幣
論
」
第
八
章
第
一
笥
及
世
帯
九
章
参
照

ω何
令
一
郎
「
信
用
理
論
の
根
本
問
題
」

(
企
融
経
済
七
・
八
説
)
囚
O
頁

ω「

G
L
G
K

於
て
我
々
は
費
木
の
無
概
念
的
な
静
態
券
、
生
産
事
情
の
錯
倒
及
び
鞠
也
を
剖
ち
利
子
附
資
本
と
い
う
姿
容
を
奥
え
b
れ
る
」
(
資
本
論
ご
巻
上

高
畠
曹
=
一
五

O
頁
)
川
別
委
本
論
三
巻
卜
=
一
四
九
頁
切
川
合
氏
前
掲
四

O
頁

M
W
資
本
諦
三
春
よ
=
一
八
九
頁
帥
川
骨
民
前
掲
周
回
頁
削
阿
川

合
氏
前
掲
四
四
頁

次
に
具
償
化
に
闘
し
問
題
と
な
る
白
は
と
の
論
理
は
果
し
て
教
授
に
於
け
る
が
如
〈
必
然
的
に
要
請
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
と

い
う
己
と
で
あ
る
。
周
知
白
如
く
マ
ル
ク
ス
は
支
梯
手
段
と
し
で
の
貨
幣
は
「
第
一
に
版
賀
商
品
の
債
格
決
定
上
に
債
値
尺
度
た
る
機

能
を
意
す
f
・
:
第
一
一
に
貨
幣
は
観
念
的
の
購
買
要
具
た
る
機
能
主
義
す
。
-
支
梯
期
日
が
満
期
と
な
っ
た
時
に
初
め
て
こ
の
支
抑
要

具
と
し
て
白
貨
懲
は
現
貨
に
於
て
流
通
白
内
部
に
入
る
。
そ
れ
は
交
換
債
値
の
箔
劃
的
存
在
と
し
て
一
般
的
の
商
品
と
し
て
漏
自

信
用
貨
幣
左
イ
ン
フ
レ
I
V
ョ
シ

第
七
十
三
倍

五
七

第

説

豆
t二



信
用
貸
特
ξ
イ
ン
フ
レ

1
シ

ョ

シ

五

八

に
流
通
仔
程
を
終
了
さ
せ
弘
」
と
通
事
へ
て
い
る
。
然
L
て
商
業
手
形
は
「
購
買
商
品
そ
れ
自
身
に
つ
い
て
の
債
務
詮
翫
」
ゼ
あ
る
土
共
に

第
七
十
三
者

豆
戸、

多再

鵠

叉
支
捕
手
段
と
し
て
白
貨
俸
の
支
糾
約
束
書
ゼ
も
あ
る
。
と
こ
ろ
で
と
む
商
業
手
形
比
支
挽
手
段
と
し
て
の
貨
幣
の
機
能
に
立
脚
し
で

現
象
す
る
白
で
あ
る
が
、
モ
れ
は
更
に
商
業
信
用
の
授
受
む
相
互
牲
を
基
盤
と
し
て
購
買
手
段
と
し
て
機
能
す
る
に
至
る
。
商
業
手
形

が
己
白
後
白
機
能
を
某
す
に
至
る
キ
モ
れ
は
支
梯
手
段
と
し
て
の
貨
幣
の
第
二
の
一
機
能
を
代
行
す
る
の
一
て
あ
り
、
元
来
該
貨
幣
金
の
支

抑
約
束
害
た
り
し
も
白
が
こ
り
貨
幣
の
代
用
物
と
し
て
機
能
す
る
の
て
あ
る
。
更
に
信
用
貸
幣
に
つ
い
て
は
今
例
を
銀
行
券
に
と
る
在

ら
ば
「
銀
行
且
砕
を
後
仔
す
る
親
銀
行
は
大
低
の
闘
々
-
て
は
圏
立
銀
行
と
個
人
銀
行
と
白
奇
妙
な
混
滑
樫
と
し
て
質
際
の
一
と
と
ろ
園
出
棋
の

信
用
を
以
っ
て
支
持
さ
れ
、
そ
白
銀
行
努
は
多
か
れ
少
な
か
れ
法
定
の
支
梯
要
具
た
る
性
質
を
帯
約
」
る
。
即
ち
銀
行
努
は
支
糾
手
段

と
し
て
の
貨
幣
心
機
能
に
立
脚
し
利
子
生
み
資
本
の
運
動
法
則
に
基
づ
い
て
裂
行
さ
れ
支
掛
手
段
た
る
性
格
を
も
っ
(
之
を
手
形
性
と

呼
ぶ
)
。
然
レ
左
が

b
一
旦
愛
行
さ
れ
た
銀
行
朱
は
「
盟
在
る
商
業
上
白
流
通
か
ら
来
て
一
般
的
流
通
に
入
り
、
波
庭
に
於
て
貨
幣
た
る

機
能
世
議
品
川
。
」

即
ち
銀
行
券
は
購
買
手
段
と
し
て
も
機
能
し
得
る
の
で
あ
り
終
っ
て
購
買
手
段
と
し
て
の
貨
幣
金
の
一
代
用
物
と
た
る
。

モ
の
限
り
に
於

τは
「
直
接
に
金
属
流
通
か
ら
生
じ

τ旅
ふ
山
と
こ
ろ
の
貨
幣
金
の
代
用
物
た
る
閣
家
紙
幣
的
性
格
を
持
ヲ
(
之
を
紙

幣
性
と
呼
ぶ
)
@

然
し
て
銀
行
中
持
む
か
か
る
性
格
は
本
来
商
業
手
形
の
持
つ
性
格
む
よ
り
褒
展
せ
る
も
白
と
一
式
え
る
。
か
く
て
銀
行
券
は

元
々
手
形
性
と
紙
幣
性
と
を
共
に
持
つ
バ
白
。
で
あ
っ
て
「
貸
借
関
係
に
よ
っ
て
流
通
に
入
る
鮪
て
は
手
形

r流
遁
手
段
と
L
て
の
一
金
白

出

代
理
た
る
貼
て
は
紙
幣
に
共
遁
し
て
い
る
し
と
言
わ
れ
る
所
以
で
あ
ろ
う

e

従
っ
て
教
授
の
設
か
れ
る
如
く
手
形
割
引
に
工
り
強
行
吉

れ
手
形
性
の
み
を
持
つ
木
来
的
銀
行
朱
の
他
に
そ
れ
と
は
性
格
白
具
な
る
銀
行
器
が
現
わ
れ
る
か
ら
之
を
異
質
化
と
し
て
把
握
す
る
の

で
は
な
〈
、
元
々
銀
行
券
は
手
形
性
の
外
に
そ
れ
と
は
異
質
的
な
紙
幣
性
を
持
っ
て
刷
る
D
ぞ
あ
り
、

一
定
白
諸
僚
件
下

r於
て
は
と

白
紙
幣
性
が
問
問
在
化
し
て
イ
ン
フ
レ
と
な
る
の
ぞ
は
な
い
だ
ろ
う
か



I! 

川
川
寄
本
諭
第
一
巷
第
一
加
高
品
理
一

O
玉

t
六
頁
側
資
本
論
前
掲
一

C
九
頁
同
資
本
論
第
三
者
上
高
畠
諜
三
六
二
頁
間
安
本
論
前
掲
三
大

二
百
倒
資
本
市
第
一
巻
第
一
畑
高
畠
課
丸
六
頁
凶
「
流
通
の
速
度
主
支
岬
の
笛
的
と
が
奥
え
b
れ
て
い
る
と
前
提
す
れ
ば
現
質
的
に
疏
通
す

る
貸
惜
の
ぷ
丑
が
商
品
の
阿
国
ほ
と
取
引
の
数
量
正
忙
依
っ
て
決
定
さ
れ
る
こ
と
は
、
卑
純
な
る
貨
幣
流
泊
を
考
察
せ
る
岨
m
k
前
設
し
た
沼
り
で
あ

る
。
同
一
の
法
則
拡
都
行
券
疏
却
の
場
合
に
も
支
配
し
て
い
る
」

(
大
阪
商
大
経
済
皐
雑
誌
百
七
告
四
・
五
銃
一
一
ニ
八
頁

(
資
本
論
三
巻
下
高
昌
明
聞
大
三
頁
傍
鮪
員
藤
V

伺
川
合
一
郎
「
金
本
位
制
に
つ

いで」

第
二
の
問
題
は
被
規
定
住
の
論
理
て
あ
る
。
既
越
の
如
〈
教
授
に
あ
っ
て
は
支
梯
手
段
と
し
て
の
貨
幣
及
び
そ
の
機
能
的
存
在
形
態

た
る
商
業
貸
蜘
問
、

信
用
貨
幣
(
呉
質
信
用
貨
幣
も
宣
告
む
)
に
於

τそ
心
被
規
定
性
を
制
約
す
る
も
の
が
支
抗
手
段
と
し
て
の
貨
幣
の
一
被
規

定
性
て
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る

u

而
し
て
信
用
貨
幣
に
於

τは
更

r銀
行
皐
汲
の
所
謂
還
流
の
一
法
則
・
金
本
位
制
・

社
合
D
再
生
産
椿
遣
が
そ
り
被
規
定
性
を
貫
徹
せ
し
め
る
と
さ
れ
て
い
る
。
モ
乙
ゼ
金
本
枚
停
止
下
忙
治
け
る
異
質
信
用
貨
体
が
再
生

震
構
造
と
の
蓮
闘
に
お
い
て
そ
の
被
規
定
性
を
貫
徹
せ
し
め

b
れ
る
論
理
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
よ
う
。
年
一
初
白
一
冗
本
伎
値

c
+
v
を
賢

現
す
る
貨
幣
量
が
そ
れ
に
必
要
左
だ
け
の
叫
て
あ
る
と
す
れ
ば
生
産
自
完
了
せ
る
年
末
の
祉
曾
生
産
物
の
債
値
は

c
+
V
4
m
ゼ
あ
る

か
ら

m
を
質
現
す
べ
き
貨
幣

(
M
〉
が
異
質
信
用
貨
幣
て
充
足
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
己
心
場
合
異
質
信
用
貨
幣
は
そ
の
流
通
必
要
量
に
一

致
す
る
が
故
に
被
規
定
性
が
貫
徹
さ
れ
る
と
。
こ
の
論
理
の
特
色
は
既
托
生
産
の
完
了
せ
る
位
舎
生
産
物
の
一
慣
値
が
一
方
陀
立
ち
叫
え
れ

を
資
現
す
べ
き
貨
幣
査
が
後
か
ら
現
わ
れ
て
く
る
と
い
う
関
係
即
ち
ポ
ス
ト
的
論
砲
と
い
う
訴
に
あ
る

Q

周
知
D
如
く
支
耕
手
段
と
し

て
の
貨
幣
は
商
品
の
仮
想
的
責
現
後
に
交
接
債
値
の
紹
封
的
存
在
と
し
て
変
換
過
椋
を
完
了
せ
し
め
る
も
の
一
と
し
て
長
場
す
る

Q

即
ち

と
の
規
定
に
治
げ
る
貸
幣
は
常
に
商
品
慣
値
に
射
し
ポ
ス
ト
的
に
現
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
此
の
黙
こ
そ
該
貨
幣
白
被
規
定
性
を
性
格
ず

け
る
も
白
た
の
て
あ
る
。
縫
っ
て
先
D
教
授
の
ポ
ス
ト
的
論
現
は
支
抑
手
段
貨
幣
モ
む
も
の
の
性
格
か

b
由
来
す
る
も
の
て
あ
り
、
と

信
用
貨
幣
L
C

イ
ン
フ
レ

1
シ
ョ
シ

第
七
十
三
谷

豆
プb

祭

器

主

ゴし



信
用
貸
符
L

乙
イ
ン
ア
レ

l
u
ョ
ン

第
七
十
一
二
巷

/、

G 

第

是虫

ノ、
O 

の
見
地
に
立
つ
限
り
貨
幣
畳
が
商
品
流
通
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
必
要
量
と
一
一
致
し
被
規
定
性
が
貫
徹
す
る
こ
と
は
蛍
然
で
あ
る
a

隠

し
て
叡
授
に
あ
っ
て
は
と
の
ポ
ス
ト
的
論
理
が
遁
用
せ
ず
再
生
産
待
遇
以
上
K
具
質
信
用
貨
幣
が
投
ぜ
ら
れ
る
唯
一
の
場
合
と
し
て
園

家
権
力
に
よ
り
中
央
銀
行
に
於
て
創
設
さ
れ
た
も
の
を
あ
げ
そ
こ
に
そ
の
援
賢

i
イ
ン
フ
レ
を
見
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

と
こ
ろ
r

て
再
生
産
棒
鎧
に
よ
り
一
規
定
さ
れ
る
と
い
う
見
地
は
結
局
流
通
必
要
量
に
よ
り
規
定
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
蹄
着
す
る
。
そ

r一
て
流
通
の
必
要
に
従
っ
て
信
用
貨
幣
が
強
行
さ
れ
る
手
形
割
引
の
場
合
を
み
よ
う
。
と
の
場
A
i商
品
販
費
者
に
と
っ
て
は
彼
の
商
品

倒
値
は
笠
現
さ
れ
て
は
い
る
け
れ
ど
社
曾
的
に
は
未
だ
貿
現
さ
れ
て
は
お

b
ず
縫
っ
て
仮
想
的
賢
現
に
他
友
ら
ぬ
。
然
も
彼
は
割
引
に

よ
っ
て
得
十
一
信
用
貨
幣
を
も
ヲ
て
女
の
G

W

〈

h

p

た
る
行
程
を
開
始
す
る

q

佼
づ
て
己
の
場
合
紋
の

G
I
W
は
枇
曾
的
に
は

A
 

然
も
信
用
貸
幣
は
己
の
相
場
合
文
抗
手
段
と
し

τで
は
な
く
流
通
手
段
と
し
て
機
能
す
る
(
従
っ
て

W

G

在
者
G
I
W
に
他
た
ら
ぬ

u

ぞ
れ
は
璽
在
的
に
も
せ
よ
紙
幣
性
を
も
っ
)
。
こ
の
よ
う
在
過
程
は
社
曾
的
に
は
一
資
木
家
の
み
で
は
壮
〈
宜
ろ
金
安
本
家
の
質
践
す
る
所
て

あ
り
こ
む
結
果
耐
舎
に
流
通
す
る
信
用
貸
幣
萱
が
商
品
流
通
必
要
量
に
一
致
す
べ
き
保
障
が
あ
る
だ
ろ
う
か
(
換
言
す
れ
ば
紙
幣
件
が
漕

在
的
な
も
の
か
ら
顕
在
化
し
な
い
と
い
ろ
保
障
が
あ
る
だ
ろ
ろ
か
V

勿
論
こ
の
場
合
還
流
の
治
則
が
指
摘
さ
れ
る
か
も
知
れ
白

併
し
た
が

ら
還
流
は
一
定
期
間
後
の
こ
と
で
あ
り
こ
の
期
間
内
に
於
て
一
旦
流
通
兆
に
把
握
さ
れ
た
信
用
貨
幣
は
流
通
手
段
と
し
て
機
能
し
而
も

京
述
の
如
〈
己
白
過
程
が
祉
舎
大
量
的
に
行
わ
れ
る
以
上
商
品
流
通
必
要
査
に
一
致
す
べ
き
必
然
性
は
左
き
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら

、.、

ぬ
@
伸
明
も
ま
且
古
る
べ
き
は
か
く
し
て
強
行
さ
れ
る
信
用
貨
幣
は
資
本
に
と
っ
て
G

W

ハM
F

を
行
う
土
に
絶
品
目
に
必
要
で
あ
る

ム
し
い
う
と
と
で
あ
る
。
従
っ
て
再
生
産
構
誼
と
の
聯
闘
に
於
て
異
質
信
用
貸
幣
心
被
規
定
性
を
玉
砕
さ
れ
る
教
授
の
見
解
は
流
通
に
必

要
な
と
い
与
す
こ
と
を
商
品
流
通
に
必
要
な
と
の
み
解
さ
れ
た
こ
と
に
由
来
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
安
本
心
流
通
に
必
要
な
と
い
う
こ
と

仕
そ
れ
と
は
全
く
別
の
こ
と
で
あ

p
己
白
鞘
を
看
過
さ
れ
た
こ
と
に
そ
の
誤
謬
が
あ
る

Q

即
ち
被
規
定
性
を
「
異
質
」
伝
用
貨
幣
に
ま



ぞ
及
ぼ
さ
れ
る
教
授
の
一
見
解
は
誤
っ
て
い
る
と
思
う
。
だ
か
ら
と
そ
教
授
は
イ
ン
フ
レ
を
財
政
イ
Y

フ
レ
と
し
て
の
み
把
握
し
信
用
イ

γ

ブ
レ
を
否
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
マ
ル
ク
ス
は
「
市
場
に
お
け
る
商
品
の
債
格
と
利
潤
率
と
が
そ
の
路
局
面
(
景
気
循

環
の

1
億
藤
)
に
従
っ
て
或
は
不
均
以
下
に
沈
み
或
は
モ
れ
以
ょ
に
上
る
@
己
白
循
環
。
を
郊
を
考
察
す
る
時
は
市
場
償
格
の
一
方
白

は
み
だ
し
が
他
方
の
は
み
だ
し
に
よ
っ
て
償
わ
れ
る
こ
と
が
分
る
。
そ
し
て
又
そ
の
一
循
環
の
平
均
を
と
れ
ば
商
品
の
市
場
債
格
が
モ
の

便
債
に
よ
っ
て
調
整
さ
れ
る
こ
と
が
分
る
」
と
い
っ
て
い
る

ω

即
ち
好
況
及
び
生
産
遁
剰
般
態
の
局
面
陀
於
て
は
債
格
は
債
値
以
上
に

上
る
と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
a

教
授
は
景
気
上
昇
湖
に
お
け
る
物
侵
援
動
を
端
緒
的
に
は
需
給
の
不
均
衡
か
ら
物
債
の
騰
貴
が
誘
獲

さ
れ
更
に
再
生
産
構
法
の
横
充
が
採
算
基
準
の
高
い
非
能
率
た
遊
休
施
設
を
稼
勤
圏
内
に
ひ
き
い
れ
る
結
果
と
た
目
、
慣
値
関
係
心

優
化
に
作
う
景
気
上
昇
的
物
債
心
騰
貴
を
現
出
せ
し
め
〕
る
と
し
て
原
則
的
陀
債
値
と
債
格
の
相
即
関
係
を
主
張
し
て
イ
Y
7
v
物
債

H
H
物
債
の
名
目
的
上
昇
を
否
定
さ
れ
?
?
然
し
な
が

b
現時
H

白
上
昇
遁
程
に
お
け
る
物
債
騰
貴
忙
は
償
値
関
係
の
現
質
的
強
佑
に
基
づ

〈
も
り
と
名
目
的
廃
化
に
よ
る
も
の
と
が
か
ら
み
合
っ
て
い
る
の
て
は
な
か
ろ
う
か
。

可
ル
ク
ス
の
先
の
見
解
は
己
む
こ
と
を
指
摘
し

た
も
白
と
考
え
ら
れ
友
い
て
あ
ろ
う
か
。
即
ち
一
旦
流
界
に
出
た
信
用
貨
幣
は
謹
流
迄
は
流
通
手
段
と
し
て
機
能
し
(
然
も
之
等
は
紙
幣

性
を
持
つ
こ
と
に
怯
意
ゾ

而
も
之
が
枇
舎
大
量
的
に
起
る
が
故
に
安
本
D
必
要
に
よ
っ
て
放
出
さ
れ
た
信
用
貨
幣
が
商
品
流
遁
必
要
量
以

上
と
な
っ
て
、
紙
幣
性
を
持
つ
信
用
貨
幣
の
増
大

i
そ
の
代
表
す
る
金
量
白
減
少
ー
そ
の
慣
値
減
少
(
紙
幣
性
の
願
現

)
l債
格
標
準
の

切
下

L
商
品
債
格
の
増
大
と
な
り
イ
Y

フ
レ
物
債
の
登
生
と
な
る
の
て
は
左
い
だ
ろ
う
か
。
若
し
そ
う
て
、
投
げ
れ
ば
償
値
介
一
債
格
の
背

離
を
担
力
的

K
調
整
す
る
も
の
と
し
て
白
恐
慌
は
如
何
に
解
す
べ
き
ぜ
あ
ろ
う
か
。
か
〈
て
私
は
イ
ン
フ
レ
を
財
政
イ
Y
7
ν

に
の
み

局
限
さ
れ
る
教
授
D
見
解
に
附
加
し
て
信
用
イ
Y

フ
レ
の
存
在
を
、
主
張
す
る
も
の
一
で
あ
る
。

臣

ω
之
は
先
に
謹
J

一
た
資
本
楓
鮎
を
排
除
さ
れ
る
教
授
の
見
解
ル
」
無
離
で
は
な
い
。

ωマ
ル
ク
ス
「
債
値
と
慣
婚
と
利
潤
」

(
改
誌
社
版
マ
ル
エ
シ

信
用
賀
幣
正
イ
ン

7

レ

1
シ
ョ

y

務
七
十
三
省

第

呈虎



信
用
貨
幣
と
イ
ン

7

レ
1
ジ
ョ
ン

会
集
7

3

)

あ
る
。

静
七
十
三
巻

第

抗

ノ、

(
〆
ン
キ
ン
タ
)
四
九
頁

州
開
之
は
教
授
の
理
論
構
占
置
か

ιは
蓋
L
首
熱
田
細
論
で

一
二
三
頁

ω岡
橋
保
「
最
近
の
物
償
問
題
」

聞
記
第
一
ニ
の
問
題
ー
と
し
て
イ
ン
フ
レ
が
国
家
に
よ
り
惹
起
さ
れ
る
と
さ
れ
る
教
授
の
見
解
が
結
局
費
本
相
貼
の
排
除
に
由
来
す
る
こ
左
を
指
摘
す
る

議
定
で
あ
っ
た
が
枚
数
の
制
限
上
割
愛
す
る
こ
と
に
し
た
。
伺
私
見
は

f
ン
ア
レ
は
一
一
国
費
本
主
義
の
一
定
峠
件
下
に
於
て
資
本
の
政
筑
と
し
て

推
選
さ
れ
る
と
い
う
こ
主
で
あ
る
。

最
後
に
筆
者
も
1r
よ
刀
直
皐
非
才
或
は
教
授
に
針
干
し
て
殖
を
央
し
た
貼
カ
あ
る
か
も
削
れ
は
い
と

k
を
悟
れ
る
。
御
寛
恕
下
さ
る
止
う
に
。

執

筆

者

紹

介

松

井

清

京
都
大
座
教
授

大

芙

京
都
大
閥
単
助
数
授

野

民

藤

京
都
大
串
大
恩
院
研
境
奨
堅
生

素

言宅
局

谷

関
東
特
殊
製
鋼
株
式
曾
乱
曾
長

重

平




